
「笑顔で挨拶ができるだるまっ子」だったでしょうか？ 
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 ８月26日に始まった２学期も残りわずかとなりました。いつになっ

たら猛暑は落ち着くのかと思いながら日々過ごしていました。子供た

ちには始業式の日に「２学期のチャレンジポイントは『笑顔であいさ

つ』です」と話をしました。１学期末の子供たちの学校評価では「え

がおであいさつしていると答えた児童は60名ほど、パーセントで表す

と84％という高確率でした。子供たちは「自分たちはあいさつができ

る」と捉えているようですが、私たちの見立ては少し違います。朝か

ら笑顔で挨拶をしてくれる子はほとんどいません。聞こえないような

声で挨拶するならまだしも、素知らぬ顔で通り過ぎていく子もいるのが現実です。このような状況

の中で職員が同じ方向を向き、子供たちの挨拶が向上するように取り組んできました。そして、こ

の２学期は、うれしいことに子供たちの委員会から「あいさつ」についての取組が実行されました。 

 私が校長職として着任してからの３年間、「あいさつのできる修善寺小」を目指し、取り組んで

きました。しかし、自分が思うように人が動かないのは世の常です。一昔前ならば、大きな声を出

して注意することもあったでしょう。それでは大人が、教師が強いることになってしまいます。「叱

られるから・怒られるから」では、主体的な行動は期待できません。大人や教師が見ているところ

では挨拶をし、そうでないところでは挨拶をしないということにもなりかねません。上から目線の

トップダウンでは自主的な行動にはつながりません。そのような中で、子供たちからの行動は待望

していたものであり、大いに評価できるものです。 

 かくいう私は「常に笑顔であいさつができていたか」と問われたら、「できています」と胸を張

って答えられる自信はありません。それは自己評価だけでなく他者の評価も気になるからです。自

分を評価する、いわゆる自己評価は難しいです。できていると思っていることが他人の目からみれ

ばできていないことなど世の中、ざらにあります。だからこそ他者に評価してもらうことも必要で

す。保護者の方に年間２回行っている学校評価にて子供たちの姿を評価していただきたいです。 

 さて、修善寺小の子供たちは笑顔で挨拶できたでしょうか？ 

 
 
 
 
学校教育目標 「 チャレンジ つながる だるまっ子 」 
重点目標 「 思いを伝え合おう  共にチャレンジしよう 」 
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※11月28日現在の予定です。今後変更があります。


